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(54)【発明の名称】 内視鏡装置

(57)【要約】
【課題】バッテリ収納部に収納されるバッテリの装填方
向を誤った場合に、電気回路中に逆電流が流れることを
確実に防止したバッテリ型光源装置を備えた内視鏡装置
を提供すること。
【解決手段】蓋体４５には良導電の弾性ワイヤ部材で形
成された接点部材１１と、この接点部材１１を覆うよう
に配置される絶縁部材で形成したカバー部材５４とが配
設される。接点部材１１は、中央部に折り曲げ部１１ａ
を設けてＶ字形状に形成され、この接点部材１１の両端
部にはＵ字接点部１１ｂが設てある。電気接点部カバー
部材５４にはＵ字接点部１１ｂが配置される一対の長孔
５４ｃ及び乾電池のプラス極だけが通過することが可能
な大きさに形成した円形透孔５４ｄが形成されている。
一対の長孔５４ｃは、乾電池のプラス極と電気的に接触
することなく、かつマイナス極には確実に電気的に接触
する位置関係で形成されている。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  照明光を導光するライトガイドファイバ
を有する内視鏡と、この内視鏡に着脱自在に接続され、
前記ライトガイドファイバの光入射端に照明光を供給す
る照明ランプ及びこの照明ランプに電力を供給するバッ
テリを内蔵したバッテリ型光源装置とを備えた内視鏡装
置において、
前記バッテリ型光源装置に、前記バッテリを所定の向き
で装填したとき、電気的導通状態を構成させる電気的接
続手段を設けたことを特徴とする内視鏡装置。
【請求項２】  前記電気的接続手段を前記バッテリが収
納されるバッテリ収納部を水密状態に密閉する蓋体に設
けた請求項１記載の内視鏡装置。
【請求項３】  前記電気的接続手段は、複数のバッテリ
を直列に接続する請求項２記載の内視鏡装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は、携帯使用に適する
内視鏡装置に関する。
【０００２】
【従来の技術】医療分野及び工業用分野で広く用いられ
るようになった内視鏡は、検査対象部位が生体、プラン
ト等の内部であるため、照明する手段が必要である。そ
のため、一般的な内視鏡では、内視鏡の外部装置として
光源装置を用意し、この光源装置内のランプの照明光を
内視鏡に設けたライトガイドファイバに導光していた。
【０００３】前記光源装置は、一般的に商用電源から供
給される電源を利用して光源装置内部のランプを発光さ
せるものである。これに対し、特開平１０－２０１７１
０号公報には光源装置として電源に乾電池等のバッテリ
を用いたバッテリ型光源装置を設け、このバッテリ型光
源装置を内視鏡の操作部に着脱自在に構成した内視鏡装
置が開示されている。このバッテリ型光源装置が取り付
けられる内視鏡では持ち運びが容易であるとともに、電
源のない所での使用が可能になるので緊急時の使用等に
適している。
【０００４】前記バッテリ型光源装置は、電源である乾
電池が容量不足になったとき、乾電池収納部の蓋体を取
り外すことによって、新品の乾電池と交換できるように
なっている。このとき、新しい乾電池を電池収納部に所
定向きで装填し、前記蓋体を再び取り付け密閉すること
によって、前記蓋体の裏面に設けられている電気接点が
２本の乾電池に接触して直列接続される構成になってい
る。
【０００５】なお、従来のバッテリ型光源装置では、乾
電池を所定の向き以外で電池収納部に装填した場合で
も、乾電池の電極と接点部とが必ず接触する構成になっ
ていた。このため、２本の乾電池を共に所定の向きとは
逆向きで電池収納部に装填した場合には、ランプに定格
と同じ逆電流が流れた状態で、ランプが通常通りに点灯

2
した。
【０００６】また、２本の乾電池のうち一方を逆向きに
して電池収納部に装填した場合には、容量の多い乾電池
が容量の少ない乾電池に充電を行う充電回路を構成す
る。このため、２つの乾電池の容量か平衡状態になるま
で、容量の多い乾電池側から少ない乾電池側に電流が流
れて、ランプは極端に暗い状態で点灯する。
【０００７】つまり、従来のバッテリ型光源装置では乾
電池によって供給されるエネルギーを必要とする電気部
品がランプだけであったため、例え前述のように電流が
逆方向に流れてしまった場合でも、定格以上の電流がラ
ンプに流れないかぎり装置の故障、つまり、ランプ切れ
等の不具合が発生しなかった。
【０００８】
【発明が解決しようとする課題】しかしながら、本出願
人は、例えば特願平１０－３０８８５６号にバッテリ型
光源装置で使用されているバッテリの残量を術者に告知
するバッテリ残量表示手段としてバッテリ容量検出回路
（以下検出回路と略記する）を設けた内視鏡装置を提案
している。この検出回路は、前記バッテリ型光源装置に
収納されるバッテリを電源としているため、電池収納部
に装填される乾電池の向きを誤ることによって電流の流
れる方向を変化させてしまうと、前記検出回路に逆電流
が流れることにより、検出回路が破損されて、バッテリ
の容量チェックを行えなくなるおそれがある。
【０００９】また、前記検出回路に逆電流が流れる不具
合を無くすために例えば逆電流保護回路等を搭載したの
では、回路構成が複雑になることからバッテリ型光源装
置の小型化を図るうえで不具合が生じるおそれがある。
【００１０】本発明は上記事情に鑑みてなされたもので
あり、乾電池等、バッテリ交換の際にバッテリ収納部に
収納されるバッテリの装填方向を誤った場合に、電気回
路中に逆電流が流れることを確実に防止したバッテリ型
光源装置を備えた内視鏡装置を提供することを目的にし
ている。
【００１１】
【課題を解決するための手段】本発明の内視鏡装置は、
照明光を導光するライトガイドファイバを有する内視鏡
と、この内視鏡に着脱自在に接続され、前記ライトガイ
ドファイバの光入射端に照明光を供給する照明ランプ及
びこの照明ランプに電力を供給するバッテリを内蔵した
バッテリ型光源装置とを備えた内視鏡装置であって、前
記バッテリ型光源装置に、前記バッテリを所定の向きで
装填したとき、電気的導通状態を構成させる電気的接続
手段を設けている。
【００１２】また、前記電気的接続手段を前記バッテリ
が収納されるバッテリ収納部を水密状態に密閉する蓋体
に設けている。
【００１３】さらに、前記電気的接続手段は、複数のバ
ッテリを直列に接続する。
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【００１４】この構成によれば、バッテリ型光源に対し
正規の方向にバッテリを装填したときに電気的導通状態
になる。また、バッテリをバッテリ収納部に正規の方向
で装填した後、蓋体で密閉することによって、電気的導
通状態になる。さらに、２つのバッテリをバッテリ収納
部に正規の方向で装填した後、蓋体で密閉することによ
って、２つのバッテリが直列状態で電気的導通状態にな
る。
【００１５】
【発明の実施の形態】以下、図面を参照して本発明の実
施形態を説明する。図１ないし図９は本発明の一実施形
態に係り、図１は本発明の内視鏡装置の構成を説明する
図、図２は操作部及びバッテリ型光源装置の接続部近傍
を説明する図、図３は照明ランプの点灯又は消灯時にお
ける内視鏡装置の外観の違いを説明する図、図４はバッ
テリ型光源装置の全体構成を説明する図、図５はバッテ
リ型光源装置の蓋体に配設される接点部材とカバー部材
とを説明する図、図６は蓋体の電気接点部と、当接する
乾電池との関係を説明する図、図７は蓋体を解放すると
きの動作を説明する図、図８はバッテリ型光源装置の蓋
体周辺の断面図、図９は図８に示したＡ－Ａ線断面図で
ある。
【００１６】なお、図３（ａ）は内視鏡に対する光源装
置本体の移動位置と照明ランプの点灯・消灯との関係を
説明する図、図３（ｂ）は光源装置本体の基端部を矢印
Ａ方向から見た図、図３（ｃ）は光源装置本体の基端部
を矢印Ｂ方向から見た図である。
【００１７】図１に示すように内視鏡装置１は、先端側
から順次、先端部２１、湾曲自在な湾曲部２２、柔軟性
を有する可撓管部２３を連接して細長な挿入部２４及び
この挿入部２４の基端側に位置して後端部に設けた接眼
部２５及び側方から突設する熱伝導率の良好な部材で形
成したライトガイド口金２６を設けた把持部を兼ねる操
作部２７を備えた水密構造の内視鏡２と、この内視鏡２
の操作部２７に設けたライトガイド口金２６に接続部３
ａを介して、商用電源を利用する図示しない光源装置
に、接続されて照明光を伝送するライトガイドケーブル
３と、このライトガイドケーブル３と選択的に前記ライ
トガイド口金２６に接続部４１を介して着脱自在に接続
され、後述する照明ランプ及びバッテリを内蔵した光源
装置本体４０を備えた水密構造のバッテリ型光源装置４
とで主に構成されている。
【００１８】前記内視鏡２の操作部２７には湾曲操作レ
バー２８が設けられており、この湾曲操作レバー２８を
回動操作することによって、前記湾曲部２２が湾曲動作
するようになっている。
【００１９】また、前記操作部２７には吸引操作を行う
ための吸引ボタン２９と、この吸引ボタン２９の基端付
近から側部方向に突出して、内視鏡２に設けた図示しな
い吸引チャンネルに連通する吸引口金３１とが設けられ
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ている。前記吸引口金３１は、図示しないチューブを介
して吸引装置（不図示）に接続され、前記吸引ボタン２
９を適宜操作することによって吸引チャンネル、吸引口
金３１を介して体腔内の液体などを吸引することができ
るようになっている。
【００２０】さらに、前記操作部２７の先端側には鉗子
などの処置具を挿入するための鉗子挿入口３２が設けら
れている。この鉗子挿入口３２は、内視鏡２に設けられ
ている吸引チャンネルに連通している。前記鉗子挿入口
３２には鉗子栓３３が取り付けられている。
【００２１】又、前記鉗子挿入口３２と反対側の位置に
は、通気口金３７が突設しており、この通気口金３７か
ら内視鏡２の内部に空気を送り込むことによって内視鏡
２の水漏れ検査を行える。
【００２２】前記挿入部２４内には照明光を導光（伝
送）するライトガイドファイバ（不図示）が挿通されて
おり、このライトガイドファイバの基端側は操作部２７
に設けた前記ライトガイド口金２６内に固定されてい
る。一方、ライトガイドファイバの先端側は、前記挿入
部先端部２１に設けた照明窓（不図示）に対向するよう
に固定されている。
【００２３】図１及び図２に示すように前記光源装置本
体４０の基端部には蝶番式で回動自在に連結されて、後
述するバッテリ収納部に対して開閉自在な蓋体４５が設
けられ、側壁部には光源装置本体４０内に装填されてい
るバッテリの残量を目視にて確認を行えるレベルゲージ
１０，後述するＬＥＤの光を透過する複数の表示窓８，
…，８等を設けたバッテリ残量表示部９及びバッテリの
電圧を切り換え操作する電圧切り替えボタン５２が設け
られている。
【００２４】なお、前記バッテリ収納部７の内部には、
使用するバッテリである後述する乾電池の容量を検出す
るバッテリ容量検出回路（以下検出回路と略記する）を
有し、この検出回路での検出結果にしたがって、表示窓
８に対応するように配置されているＬＥＤが点灯又は消
灯して術者に乾電池の残量レベルを告知するようになっ
ている。
【００２５】一方、前記ライトガイド口金２６の外周部
には、前記ライトガイドケーブル３の接続部の外周側に
回動自在に設けられた接続環３ｃ及び前記バッテリ型光
源装置４の接続部４１の接続口金４３の外周側に回動自
在に設けられた接続環４４の内周面に形成されている雌
ネジ部と螺合する雄ネジ部２６ａが形成されている。
【００２６】また、前記内視鏡２と前記バッテリ型光源
装置４とを所定の位置関係で連結させるため、前記ライ
トガイド口金２６の接続筒２６ｃに指標２６ｂを設ける
一方、前記バッテリ型光源装置４の接続口金４３に指標
４ａを設けている。
【００２７】このため、前記指標２６ｂ、４ａとを一致
させた状態にし、前記ライトガイド口金２６に前記バッ
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テリ型光源装置４を取り付けることによって、バッテリ
型光源装置４に設けられている位置決めピン４３ａがラ
イトガイド口金２６の接続筒２６ｃに設けられているピ
ン受け部２６ｄに係入して、所定の位置関係に位置決め
固定される。
【００２８】そして、この状態で接続環４４の内周面に
形成されている雌ネジをライトガイド口金２６の雄ネジ
部２６ａに螺合して固定することにより、内視鏡２の操
作部２７にバッテリ型光源装置４が一体的に固定され
る。このとき、前記接続口金４３に設けられている水密
リング３４が前記接続筒２６ｃ内周面に密着して連結部
内の水密が確保される。
【００２９】この連結状態のとき、バッテリ型光源装置
４の光源装置本体４０は、図３（ａ）の破線に示すよう
に前記操作部２７に対して平行な位置関係で配置され
て、照明ランプ５（図２参照）が点灯しないオフ状態の
位置である。
【００３０】なお、前記バッテリ型光源装置４は、図３
（ａ）の実線に示すように光源装置本体４０を矢印に示
すように回動させてＯＮ位置に配置させることによっ
て、オン状態になって、このバッテリ型光源装置４の内
部に配置されている照明ランプ５が点灯する。この照明
ランプ５から発せられた照明光は、集光レンズ３９によ
りライトガイド口金２６に配置されている透明のガラス
材からなるライトガイドカバー（不図示）を通過してラ
イトガイドファイバ光入射端面に集光されて入射する。
【００３１】そして、このライトガイドファイバに入射
した照明光は、ライトガイドファイバ内を伝送されて、
挿入部先端部２１に臨まれている照明窓から検査対象部
位に向かって照射されていく。この照明光によって照ら
された被写体は、照明窓近傍に設けられている対物レン
ズ系（不図示）によりその結像位置に光学像を結び、こ
の結像位置に結んだ光学像は図示しないイメージガイド
ファイバを介して接眼部２５まで伝送されて、この接眼
部２５に設けられている接眼レンズを介して術者に拡大
観察される。
【００３２】また、前記ライトガイドケーブル３の後端
部に設けられているライトガイドコネクタ３ｂを図示し
ない光源装置に接続することによって、光源装置内部に
設けられている照明ランプからの照明光がライトガイド
コネクタ３ｂ、ライトガイドケーブル３内の図示しない
ライトガイドファイバ、接続部３ａを介して内視鏡２の
ライトガイドファイバ光入射端面に入射して上述と同様
に、検査対象部位に向かって照射されて観察を行える。
【００３３】図３（ａ），（ｂ），（ｃ）及び図４に示
すようにバッテリ型光源装置４の外装部材である光源装
置本体４０にはバッテリである乾電池６を収納するバッ
テリ収納部７及び照明ランプ５を収納するランプ室３０
が設けられている。また、前記バッテリ収納部７近傍に
は固定部１４と開放レバー１５とでバックル式ロック機
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構によって固定保持される蓋体４５が回動自在に連結さ
れている。また、前記ランプ室３０には照明ランプ５が
着脱自在に装着可能なランプホルダ４２が配置されるよ
うになっている。
【００３４】前記バッテリ収納部７には例えば単３型電
池等２本の乾電池６ａ，６ｂが収納されるようになって
おり、前記蓋体４５を開状態にすることによって乾電池
６ａ，６ｂの交換を行えるようになっている。前記バッ
テリ収納部７に装填される乾電池６ａ，６ｂは、互いの
向きを変えた所定状態でバッテリ収納部７内に装填され
るようになっており、装填後、前記蓋体４５の固定爪部
４５ａに固定部１４を係合させて、開放レバー１５を所
定位置に配置することによって閉状態になる。このと
き、前記蓋体４５に設けられている接点部材１１の後述
する電気接点部が各乾電池６ａ，６ｂのプラス極及びマ
イナス極の接点部に電気的に接触して直列状態で導通す
る。
【００３５】なお、前記乾電池６は、装填時、バッテリ
収納部７内に設けられているガイド部５３によって所定
位置まで案内されるようになっている。また、前記バッ
テリ収納部７の開口部近傍には前記蓋体４５に配置した
パッキン部材１６が押圧状態で密着する水密面４６が形
成されている。この水密面４６は、前記蓋体４５が閉ま
る方向に対して傾斜しており、つまり、開口側から奥行
き方向に向かって内側寸法が徐々に小さくなる傾斜面
（図７ないし図９参照）になっている。
【００３６】一方、前記ランプ室３０に着脱自在なラン
プホルダ４２は、絶縁性を有する樹脂部材で形成された
ホルダ本体１７と、このホルダ本体１７の外周に嵌合す
るリング形状部１８ａ及びこのリング形状部１８ａから
照明ランプ５の後端側電極にバネ弾性力によって当接す
る腕部１８ｂを設けたランプ接点バネ１８と、前記ホル
ダ本体１７の基端側外周に配置した水密リング１９とで
主に構成されている。
【００３７】前記ホルダ本体１７の外周には前記光源装
置本体４０に螺合する雄ネジ部１７ａが形成され、この
ホルダ本体１７の先端部には円筒部分に複数の軸方向ス
リットを形成したランプ固定爪部１７ｂが設けられてい
る。なお、このランプ固定爪部１７ｂ端部の内部には照
明ランプ５の突部５ａに係合する図示しない凹部が形成
されている。
【００３８】前記ランプ接点バネ１８の腕部１８ｂは、
前記ランプ固定爪部１７ｂの軸方向スリットを通ってホ
ルダ本体１７の略中央まで延出しており、前記照明ラン
プ５をランプホルダ４２に装着したとき、前記腕部１８
ｂが前記照明ランプ５の一方の電極に弾性力によって当
接するようになっている。
【００３９】そして、前記照明ランプ５を装着した状態
のランプホルダ４２を光源装置本体４０に螺合固定する
ことによって、この照明ランプ５がランプ室３０内に配
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7
置されている集光レンズ３９の光学焦点位置に固定配置
される。この状態で、前記ランプ室３０内に設けられて
いる図示しないスイッチ機構を操作して前記ランプ接点
バネ１８及び前記照明ランプ５の他方の電極であるラン
プ側面に電気的に接触させることによって、前記乾電池
６からの電力供給路を形成して照明ランプ５が点灯する
ようになっている。
【００４０】なお、前記ランプホルダ４２を光源装置本
体４０に螺合装着したとき、前記水密リング１９によっ
て水密が保たれる。また、前記ホルダ本体１７の他端部
にはコイン等が係合する溝部１７ｄが形成されている。
【００４１】図５及び図６を参照して前記蓋体４５の構
成を説明する。まず、図５に示すように前記蓋体４５に
は電気的接続手段を構成する良導電の弾性ワイヤ部材で
形成された接点部材１１と、この接点部材１１を覆うよ
うに配置される絶縁部材で形成したカバー部材５４とが
配設されるようになっている。
【００４２】前記接点部材１１は、中央部に折り曲げ部
１１ａを設けてＶ字形状に形成されており、この接点部
材１１の両端部には前記Ｖ字形状面に対して垂直方向に
突出するように折り曲げ形成したＵ字接点部１１ｂが設
けられている。なお、このＵ字接点部１１ｂは前記バッ
テリ収納部７に装填配置される一方の乾電池６ａ，６ｂ
のマイナス極が接触する電気接点部であり、前記折り曲
げ部１１ａは一方の乾電池６ａ，６ｂのプラス極が接触
する電気接点部である。
【００４３】前記カバー部材５４は、断面形状が略凹字
形状の長円箱型形状に形成され、平行な位置関係の側周
部には一対の切欠爪部５４ａが形成されている。また、
このカバー部材５４の上面には前記Ｕ字接点部１１ｂの
曲部が突出して遊嵌配置される一対の長孔５４ｃ及び前
記バッテリ収納部７に装填配置される乾電池６ａ，６ｂ
のプラス極だけが通過することが可能な大きさに形成し
た円形透孔５４ｄが形成されている。つまり、この円形
透孔５４ｄには乾電池６のマイナス極側が通過できない
ようになっている。さらに、前記カバー部材５４の前記
長孔５４ｃから離れた曲面側周部には前記折り曲げ部１
１ａを配置する横孔５４ｂが形成されている。
【００４４】前記一対の長孔５４ｃは、前記バッテリ収
納部７に装填配置される乾電池６ａ，６ｂのプラス極と
電気的に接触することなく、かつマイナス極には確実に
電気的に接触する位置関係で形成されている。
【００４５】一方、前記蓋体４５の前記乾電池６ａ，６
ｂに対向する一面側には前記接点部材１１及び前記カバ
ー部材５４を配置するための凹部を形成する略長円を形
成する長円凸部４５ｂが設けられている。この長円凸部
４５ｂの外周面側には段部が形成されており、この段部
に前記パッキン部材１６を装着される。また、この長円
凸部４５ｂの略中央部底面近傍には前記切欠爪部５４ａ
がクリック係合する一対の係入穴４５ｃが形成されてい
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る。さらに、前記長円凸部４５ｂ内には前記凹部底面か
ら所定量突出した円柱凸部４５ｄが設けられている。こ
の円柱凸部４５ｄは、前記バッテリ収納部７に装填配置
される一方の乾電池６ａ，６ｂのプラス極に対向する位
置、つまり、前記カバー部材５４の円形透孔５４ｄに対
向して突設している。
【００４６】ここで、図６を参照して前記接点部材１１
及び前記カバー部材５４を配置した前記蓋体４５の構成
を説明する。前記カバー部材５４の開口側から接点部材
１１を挿入し、折り曲げ部１１ａを横孔５４ｂに配置す
るとともに、２つのＵ字接点部１１ｂをそれぞれ長孔５
４ｃに配置して、前記長円凸部４５ｂが形成する凹部内
にこのカバー部材５４を配置する。そして、前記カバー
部材５４を押し込んで、前記切欠爪部５４ａを前記長円
凸部４５ｂの係入穴４５ｃにクリック係合させる。この
ことによって、前記蓋体４５に接点部材１１及びカバー
部材５４が一体化される。
【００４７】このとき、前記蓋体４５には露出したＵ字
接点部１１ｂ及び前記円形透孔５４ｄを通して円柱凸部
４５ｄの上面に接点部材１１が配置される。
【００４８】つまり、図６に示すように前記Ｕ字接点部
１１ｂは、バッテリ収納部７に装填配置される乾電池６
のマイナス極が位置する左斜め斜線に示すマイナス極領
域５５内に位置する一方、前記乾電池６のプラス極が配
置されたときの右斜め斜線に示すプラス極領域５６より
外ずれた位置になっている。このため、前記Ｕ字接点部
１１ｂは、前記乾電池６ａ，６ｂのマイナス極が装填配
置されているときだけ、前記接点部材１１の弾性力に付
勢された状態でマイナス極に接触するが、前記乾電池６
ａ，６ｂが逆向きに装填配置されてプラス極が位置して
いるときには前記Ｕ字接点部１１ｂと前記プラス極とが
接触しない。
【００４９】一方、前記折り曲げ部１１ａ近傍において
は、前記円形透孔５４ｄを通して円柱凸部４５ｄの上面
に接点部材１１が配置されている。つまり、この接点部
材１１は、円形透孔５４ｄ内、即ち、プラス極領域５６
に位置している。このため、前記乾電池６ａ，６ｂのプ
ラス極が装填配置されているときだけ、前記円形透孔５
４ｄを通過した乾電池６ａ，６ｂのプラス極と接点部材
１１とが接触する。しかし、前記乾電池６ａ，６ｂが逆
向きで装填配置されているときには、前記円形透孔５４
ｄによって乾電池６ａ，６ｂのマイナス極と前記接点部
材とが接触できないようになっている。
【００５０】なお、前記接点部材１１の折り曲げ部１１
ａ側は、前記円柱凸部４５ｄとカバー部材５４の内側面
とで狭持固定されるので、前記長孔５４ｃから突出する
Ｕ字接点部１１ｂは後述する図９の二点鎖線で示すよう
に弾性変形可能になっている。
【００５１】つまり、上述のように前記蓋体４５を構成
したことによって、２つの乾電池６ａ，６ｂを正規の向
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9
きで装填したときだけ、乾電池６ａ，６ｂを直列に配列
して電力を供給する電気回路が構成される。
【００５２】次に、図７ないし図９を参照して蓋体４５
のロック機構及びバッテリ収納部７近傍の内部構成を簡
単に説明する。
【００５３】図７及び図８に示すように前記固定部１４
は、光源装置本体４０の本体凹部４０ａに回動自在に配
設された開放レバー１５に回動自在に設けられており、
この開放レバー１５の図７の矢印に示す動作に連動させ
て前記固定爪部４５ａを図８に示す固定状態或いは図７
に示す開放状態にする構成になっている。
【００５４】前記蓋体４５に設けられているパッキン部
材１６は、図８及び図９に示す閉状態において水密面４
６の前面に渡って密着して水密に保っている。また、こ
のパッキン部材１６は、傾斜を持つ水密面４６に押圧さ
れているため、前記蓋体４５が閉状態であるとき、常に
蓋体４５を開放する方向へ付勢する役割を持っている。
このため、前記開放レバー１５を開放動作させたとき、
図８に示すように蓋体４５がスムーズに移動するように
なっている。
【００５５】また、図８に示すように前記固定部１４及
び前記開放レバー１５は、閉状態において、前記本体凹
部４０ａ内に配置されるようになっている。このため、
前記蓋体４５を閉状態したとき、光源装置本体４０の表
面には前記固定部１４及び前記開放レバー１５による凹
凸がない。このため、使用中に誤って開放レバー１５を
開放操作することが防止されている。
【００５６】なお、万一、誤って前記開放レバー１５が
外れる等の不具合が発生して、図示しない付勢手段によ
って前記乾電池６ａ，６ｂが蓋体４５を図に示すように
押し上げられて開放状態になった場合、前記固定部１４
が蓋体４５の固定爪部４５ａに係合した状態を維持し
て、いきなり蓋体４５が全開状態になって乾電池６ａ，
６ｂが外部に飛出すことがないようになっている。
【００５７】前記乾電池６ａ，６ｂをバッテリ収納部７
から取り出す場合には、図７に示す位置に開放レバー１
５を移動させた後、前記蓋体４５を光源ランプ側に一度
戻すようにし、この状態でロック爪１４と固定爪部４５
ａとの係合状態を解除した後、全開状態にして行う。
【００５８】図７及び図８に示すように光源装置本体４
０の内部には電気部品４９ａ，４９ｂ，４９ｃ等を搭載
して乾電池６ａ，６ｂの出力電圧値をモニターする検出
回路及びその電圧値を電池残量に換算して残量を表示さ
せる換算表示回路とを備えた残量検出表示基板４９が配
置されており、この残量検出表示基板４９には例えば４
つのＬＥＤ５０が配置されている。そして、このＬＥＤ
５０は表示窓８に対応する位置に配置されている。この
残量検出表示基板４９には前記乾電池６ａ，６ｂの電力
が供給されるようになっている。
【００５９】本実施形態においては、前記乾電池６ａ，
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６ｂが新品状態のとき、つまり、電池容量が満状態であ
るときには４つのＬＥＤ５０が同時に点灯し、乾電池６
ａ，６ｂの容量が徐々に低下していくにしたがってＬＥ
Ｄ５０が１つずつ消灯する構成になっている。
【００６０】なお、前記レベルゲージ１０は視認性を向
上させるため、前記表示窓８，…，８近傍に設けてあ
る。また、ＬＥＤによる表示例はこれに限定されるもの
ではなく、発光色の異なるＬＥＤを使用し、例えば容量
が十分である状態では緑のＬＥＤを点灯させ、容量が残
り僅かになったときに赤のＬＥＤを点灯させるように切
り換える構成にしてもよい。
【００６１】また、前記残量検出表示基板４９には前記
乾電池６ａ，６ｂから照明ランプ５に印加する電圧レベ
ルを切り換える電圧切り替えスイッチ部材５１が設けら
れており、この電圧切り替えボタン５２を適宜操作する
ことによって、図示しない抵抗素子が照明ランプ５まで
の電流路に接続されて電圧を切り換えられるようになっ
ている。
【００６２】このことにより、電圧切り替えボタン５２
を操作して抵抗素子を接続した状態では、照明ランプ５
への印加電圧が低下するため照明ランプ５の輝度が低下
するが、乾電池６ａ，６ｂの電力消費速度が遅くなるの
で、乾電池６ａ，６ｂの持続時間を長くすることができ
る。つまり、明るさと乾電池６ａ，６ｂの持続時間との
関係を用途により適宜設定することを可能にしている。
【００６３】なお、本実施形態においては、前記照明ラ
ンプ５のスイッチ操作を図３（ａ）に示したように略９
０°の回動角をもってＯＮ、ＯＦＦさせるようにしてい
るが、この角度を９０度に限定されるものではなく、適
宜変更可能である。
【００６４】上述のように構成したバッテリ型光源装置
４の作用を説明する。まず、光源装置本体４０の蓋体４
５を開放状態にして、バッテリ収納部７に乾電池６ａ，
６ｂを収納して蓋体４５を閉じ、さらに開放レバー１５
を動かしながら固定部１４を前記蓋体４５の固定爪部４
５ａに係合させ、前記開放レバー１５を光源装置本体４
０の本体凹部４０ａ内に倒し、前記固定部１４で蓋体４
５を光源装置本体４０側に引き寄せるようにして固定す
る。このことによって、前記蓋体４５に設けたパッキン
部材１６がバッテリ収納部７の水密面４６に密着して水
密状態になる。
【００６５】また、前記乾電池６ａ，６ｂが所定の位置
関係で装填配置されていれば、蓋体４５の接点部材１１
の折り曲げ部１１ａ側に乾電池６ａのプラス極が接触す
るとともに、接点部材１１のＵ字接点部１１ｂに乾電池
６ｂのマイナス極が接触して２本の乾電池を直列状態で
接続した回路が構成される。そして、前記乾電池６ａ，
６ｂの少なくとも一方が所定の向きとは逆向きで装填配
置されているときには、Ｕ字接点部１１ｂと乾電池６
ａ，６ｂのプラス極又は折り曲げ部１１ａ近傍の接点部



(7) 特開２００１－２１５４１８

10

20

30

40

50

11
材１１と乾電池６ａ，６ｂのマイナス極とが接触しない
ので、電気的回路が構成されない。
【００６６】次に、照明ランプ５の後端側をランプホル
ダ４２のランプ固定爪部１７ｂに差し込みクリック固定
する。このとき、ランプ接点バネ１８の腕部１８ｂは、
照明ランプ５後端部の電極に弾性力をもって当接してい
る。
【００６７】この状態で、前記のランプホルダ４２の溝
部１７ｄにコイン等を係合して、このランプホルダ４２
を回転させ、光源装置本体４０に一体的に螺合固定す
る。このことによって、光源装置本体４０のランプ室３
０の所定位置に照明ランプ５が配置されて、この照明ラ
ンプ５からの出射光が最も効率よく内視鏡のライトガイ
ドファイバ入射端に集光される位置になる。また、前記
リング形状部１８ａ及び照明ランプ５の一方の電極であ
るランプ側面に、乾電池６からの電源供給路が不図示の
スイッチ部材を介して接続される。
【００６８】続いて、内視鏡２のライトガイド口金２６
と前記バッテリ型光源装置４の接続部４１とを接続す
る。この接続状態のとき、ランプ点灯スイッチがＯＦＦ
位置にあるので、乾電池６ａ，６ｂから照明ランプ５ま
での電流の経路は絶たれるとともに、電池残量表示機能
が働かない回路構成である。
【００６９】次に、光源装置本体４０を内視鏡２に対し
回動させてＯＮ位置に配置する。すると、乾電池６ａ，
６ｂからの電力が照明ランプ５に供給されてランプが点
灯すると同時に、検出回路が起動されて、乾電池６ａ，
６ｂの残量がバッテリ残量表示部９に表示される。
【００７０】前記照明ランプ５から出射された照明光
は、集光レンズ３９により集光され、内視鏡２のライト
ガイド口金２６に配置されたライトガイドファイバに効
率よく入射していく。
【００７１】なお、集光効率をさらに向上させるために
は、照明ランプのガラス球自体にレンズ状の厚みを持た
せて、ランプから出射される光をよりスポット光線に近
いものにさせるようにするとよい。
【００７２】また、乾電池６の持続時間を延長させたい
場合は、電圧切り替えボタン５２を適宜操作して、ラン
プの定格より低めに電圧を設定し、本来の明るさが必要
な場合にはランプの定格通りの電圧を照明ランプ５に印
加するように操作する。
【００７３】観察終了後は、再び光源装置本体４０をＯ
ＦＦ位置に回動させて照明ランプ５を消灯させる。
【００７４】なお、使用中に、乾電池６ａ，６ｂの残量
が不足してきたときには、前記電圧切り替えボタン５２
を操作して乾電池６の持続時間を延長させたり、或いは
乾電池６ａ，６ｂを新品のものに替えるようにしてもよ
い。
【００７５】このように、本実施形態においてはバッテ
リ収納部の開口部を閉塞する蓋体に接点部位とカバー部
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材とを設けて、バッテリ収納部内に２つの乾電池を所定
の向きに装填配置したとき、２つの乾電池を直列配列さ
せた電気回路を構成する電気接点を設けたことにより、
何らかの要因で乾電池を逆向きに装填した場合でも、バ
ッテリ型光源装置内部の回路に逆電流が流れることを確
実に防止することができる。
【００７６】このことによって、装置の故障が防止され
る。また、蓋体に配置する接点部位とカバー部材とで簡
単且つ小スペースで逆電流の流れることを防止すること
ができるので、検出回路に逆電流保護機能等を付加する
必要がないので、検出回路を小型化して、バッテリ光源
装置の小型化及び安価な構成が実現される。
【００７７】また、蓋体を水密的に光源装置本体に固定
したとき、バックル式の開放レバーが光源装置本体の側
面に凹凸が無いよう収納されるので、内視鏡装置使用中
及び洗浄中に、誤って開放レバーに触れて、蓋体を開放
状態にすることを防止することができる。
【００７８】このことによって、内視鏡操作中の不具合
や洗浄中に液体が浸入することが確実に防止される。
【００７９】さらに、開放レバーを開放したとき、固定
部が蓋体に係合していることにより、瞬時に全開状態に
なることが防止されているので、開放レバーを開放させ
たとき、いきなり蓋が全開して電池が飛出す等の不具合
を防止することができる。
【００８０】また、蓋体に設けたパッキン部材を光源装
置本体に形成した傾斜面に押し当てて水密を保持するよ
うに構成したことにより、パッキン部材の変形ストロー
クを多く取ることができるので、このパッキン部材のへ
たり等によるパックル機能の確実性の低下及び水密性の
悪化を確実に防止することができる。
【００８１】なお、本発明は、以上述べた実施形態のみ
に限定されるものではなく、発明の要旨を逸脱しない範
囲で種々変形実施可能である。
【００８２】［付記］以上詳述したような本発明の前記
実施形態によれば、以下の如き構成を得ることができ
る。
【００８３】（１）照明光を導光するライトガイドファ
イバを有する内視鏡と、この内視鏡に着脱自在に接続さ
れ、前記ライトガイドファイバの光入射端に照明光を供
給する照明ランプ及びこの照明ランプに電力を供給する
バッテリを内蔵したバッテリ型光源装置とを備えた内視
鏡装置において、前記バッテリ型光源装置に、前記バッ
テリを所定の向きで装填したとき、電気的導通状態を構
成させる電気的接続手段を設けたことを特徴とする内視
鏡装置。
【００８４】（２）前記電気的接続手段を前記バッテリ
が収納されるバッテリ収納部を水密状態に密閉する蓋体
に設けた付記１記載の内視鏡装置。
【００８５】（３）前記電気的接続手段は、複数のバッ
テリを直列に接続する付記２記載の内視鏡装置。
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【００８６】（４）前記電気的接続手段は、略Ｖ字形に
折り曲げ形成した導電性を有する弾性ワイヤと、この弾
性ワイヤを所定位置関係に保持して、２つのバッテリと
前記弾性ワイヤとの電気接点部を形成するカバー部材と
を備える付記３記載の内視鏡装置。
【００８７】（５）前記蓋体は、前記バッテリ型光源装
置本体に対して蝶番構造で開閉自在である付記２記載の
内視鏡装置。
【００８８】（６）前記バッテリ型光源にバッテリの容
量を検出するバッテリ容量検出回路を設け、このバッテ
リ容量検出回路は、前記バッテリから供給される電力に
よって駆動される付記１記載の内視鏡装置。
【００８９】
【発明の効果】以上説明したように本発明によれば、乾
電池等、バッテリ交換の際にバッテリ収納部に収納され
るバッテリの装填方向を誤った場合に、電気回路中に逆
電流が流れることを確実に防止したバッテリ型光源装置
を備えた内視鏡装置を提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】図１ないし図９は本発明の一実施形態に係り、
図１は本発明の内視鏡装置の構成を説明する図
【図２】操作部及びバッテリ型光源装置の接続部近傍を
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説明する図
【図３】照明ランプの点灯又は消灯時における内視鏡装
置の外観の違いを説明する図
【図４】バッテリ型光源装置の全体構成を説明する図
【図５】バッテリ型光源装置の蓋体に配設される接点部
材とカバー部材とを説明する図
【図６】蓋体の電気接点部と当接する乾電池との関係を
説明する図
【図７】蓋体を解放するときの動作を説明する図
【図８】バッテリ型光源装置の蓋体周辺の断面図
【図９】図８に示したＡ－Ａ線断面図
【符号の説明】
１１…接点部材
１１ｂ…Ｕ字接点部
４５…蓋体
４５ｂ…長円凸部
４５ｃ…係入穴
４５ｄ…円柱凸部
５４…カバー部材
５４ａ…切欠爪部
５４ｃ…長孔
５４ｄ…円形透孔

【図１】 【図２】
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